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システムの都合により、3月1日付の人口

状況の更新ができないため、最新の確定

データである「2月1日現在」の数値を 

掲載いたします。 

 ２月１日現在 立待地区人口：8,588人 

                前月比  ５人  減 

            世帯数：3,344世帯 

                前月比   ２世帯 増 

令和７年３月２５日発行 

立待公民館 

ホームページ

４月号 

１日 (水)  11日 (土) 立待っ子見守り隊：総会 21日 (火)  

２日 (木)  12日 (日)  22日 (水)  

３日 (金)  13日 (月) 子育て支援NW：総会 23日 (木)  

４日 (土)  14日 (火) 休館日 24日 (金) いきいき講座 

５日 (日) 休館日 15日 (水) ハーフバースデイ 25日 (土) 
子ども文楽 
鯖江人形浄瑠璃「近松座」 

６日 (月) 愛育会：役員会 16日 (木)  26日 (日) 日赤奉仕団：総会 

７日 (火)  17日 (金) 
区長会：会議 
愛育会：支部長会・健康づくり 

27日 (月)  

８日 (水) 民生委員児童委員：定例会 18日 (土) 青少年育成協議会：総会 28日 (火) 休館日 

９日 (木) 近松おどり保存会 19日 (日) 休館日 29日 (水) 休館日 

10日 (金) 
スポーツ協会：総会 
壮年会連合会：新旧会長会 

20日 (月)  30日 (木)  

４月 行事予定表 

立待地区防災協議会 主催 

近松 

 3月13日（金）、立待公民館にて立待地区防災協

議会主催の講演会「近年の災害に備える～地域や私

たちにできること～」が開催されました。 

 講師には「防災士ネットワークさばえ」の岸本直

樹氏をお招きしました。福井地震から78年、福井豪

雨から22年という節目を迎え、改めて地域における

「連携と協働」の重要性を確認する機会となりまし

た。 

 講演では、近年多発する台風やゲリラ豪雨による

河川氾濫、土砂災害、そして地震に対し、「いつ、どこで起きてもおかしくない」という危機感を持つこと

の大切さが語られました。特に印象的だったのは、「助けられる人から、助ける人へ」という意識の変革で

す。五感（見て、聞いて、嗅いで）を研ぎ澄ませて異変を感じ取り、想像力を養うことが、大切な命を守る

第一歩となります。 

 災害時に命を支え合う主役は、行政や専門家ではなく、地域に暮らす私たち一人ひとりです。 

日頃から意識を高め、助け合える準備を積み重ねていきましょう。その積み重ねこそが、「地域連

携・協働」となります。 

いつ、どこで発生するか分からない自然災害に対し、「自分は大丈夫」という思い込みを捨てること

が第一歩です。五感を働かせ、正しい知識を持って行動しましょう。 

命を守るための「意識のアップデート」  

立待地区防災協議会 藤田会長より 

ラジオ体操で、健康な体づくりを始めませんか？ 

気軽に運動を始めたい方、ぜひ会場へお越しください。 

皆さまのご参加を心よりお待ちしております！ 

【実施内容】 

①体操メニュー：ラジオ体操（第一、第二、みんなの体操） 

②日時：毎日 8:30～8:45（日、祝日、公民館休館日を除く） 

③会場：□ 5月～9月 鯖江市弓道場 駐車場  

              □ 10月～4月 立待公民館 講堂 

【健康維持のポイント】 

①運動：ラジオ体操により、体の活動になります。 

②社会参加：人とつながり、地域活動への参加になります。 

※3つ目の要素である「栄養」については、 

                         各自の食事でしっかり取ってくださいね。 

 立待公民館文化講座：シニアサークル凛 より 

連絡先（事務局：髙島鉄宜（テツヨシ）） 
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立待地区防犯隊 立待支隊より 

 立待地区防犯隊立待支隊では、地域の安心・安全な暮らしを

支える新しい仲間を募集しています。 

 子どもたちが安心して遊び、皆さんが穏やかに暮らせる場所

であるために、力を貸してください。仕事の合間や、無理のな

い範囲でのご協力で構いません。ご協力お願いします。 

■ 主な活動内容 

・防犯パトロール・行方不明者捜索・防犯啓発活動 

■連絡先：090 - 8267 - 8257 小松原まで 

シニアサークル凛の活動 

「地域が連携し、助け合えるまちづくりを」  

【ハザードマップの再確認】 

 地域の危険箇所をあらかじめ把握し、 

 リスクを知る。 

【避難ルートのシミュレーション】 

 避難場所や避難経路を事前に確認し、 

 実際に歩いてみる。 

【五感による異変察知】 

 見て、聞いて、嗅いで、五感を 

 研ぎ澄まして身の回りの変化に気づく。 

【想像力で一歩先を予測】 

 「もし今、ここで地震が起きたら？」と 

  次の行動をイメージする力を養う。 

 いつ起こるかわからない災害に備え、私たちは 

「防災・減災・備災」の意識を持ち、日頃から訓練を 

積み重ねる必要があります。 

 避難所の運営はもちろん、これからは「避難所にいる

人」だけでなく「一人ひとりの被災者」に目を向けた、

きめ細やかな支援が欠かせません。 

 災害発生時には、災害関連死を何としても防ぐため、迅速に状況

を把握し、必要な助けを迷わず届けること。そして、誰もが一日も

早く元の生活を取り戻せるよう、地域一体となって支え合うことが

重要です。  

つ
ち
ふ
る 



 2月28日（土）、鯖江市文化センターにて市教育委員会主催の

「社会教育研究集会」が開催されました。この集会は、市内に 

おける一年間の社会教育活動の成果を共有し、次年度への展望を

参加者全員で考えることを目的としています。 

 集会は、オープニングのアトラクションで幕を開け、長年にわ

たり社会教育へ貢献された方々の表彰が行われました。事例発表では、今年度は吉川・豊地区による実践活動

が紹介され、地域社会の実現に向けた熱心な取り組みが報告されました。なお、来年度は立待地区が発表を 

担当する予定です。ぜひ多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

また、会場ロビーでは立待公民館によるワークショップ「あかちゃんのための手作りおもちゃをつくろう」を

実施しました。昨年から始まったこの試みですが、今年も地域内外の多くの方々が交流しながら、制作を楽し

み大変ご好評をいただきました。特に、数名ではありますが若い世代や子どもたちも参加し、興味深そうに 

手を動かしていたのが印象的でした。 

鯖江市社会教育研究集会 開催 

たちまち近松まつり 

 女子バレーボール部、unknown.jrバドミントンクラブ、立待フットボールクラブ、立待ミニバスケットボール男子、女子バスケTEAM WY、 

立待ソルジャーズ、剣道教室、神明柔道のスポーツ少年団の6年生の皆さん、ご卒団おめでとうございます。 

 2月28日（土）、立待公民館にて「令和7年度 立待地区スポーツ少年団卒団式」が開催されました。立待地区に所属する8つの団の団員たちが、

それぞれのユニフォーム姿で式典に参加し、山田本部長と浮山館長から心温まる励ま し

の言葉が贈られたほか、今年は主に５年生が心を込めて手作りしたカーネーションが 手

渡されました。 

■ 手作りの花に込めた、カーネーション。今年の式典でひときわ輝いたのは、主に 

5年生たちがこの日のために、一房ずつ丁寧に作り上げた「手作りカーネーション」 

の贈呈です。先輩たちへの、「今までありがとう」「次も頑張って」という想いが、 そ

のカーネーションに込められているのではないでしょうか。プレゼントを受け取った 

6年生の表情には、照れくさそうなかわいい笑顔が溢れていました。 

【鯖江市教育委員会 感謝状受賞者】 

 

 10月４日（日）に開催予定の「たちまち近松まつ

り」では、屋台でのガス器具を業者から借用します。 

 ガス器具（ガスボンベ、調整器）の使用を希望され

る町内・団体・個人の方は、５月１日(金)までにQR

コードもしくは、立待公民館まで使用台数をご連絡く

ださい。 

【レンタル内容】 

・対象器具： ガスボンベ（10kg / 8kg ）・調整器 

   上記容器・器具の数などをお知らせください。 

・使用料： 1セット約6,000円です。（全サイズ一律） 

・締切日：５月１日（金）  

・コンロは、各自でご用意ください。 

功労名 氏名 活動 

スポーツ功労者 石川和幸さん 立待地区スポーツ協会役員 

スポーツ功労者 高橋雅人さん 
鯖江市スポーツ推進委員協議会常任委員
（立待地区） 

立待地区スポーツ少年団 

日時  会場  月  日（土）10時～ ４  11 立待公民館 多目的ホール 

内容  委嘱式・総会・講演会 

地域でできる子どもの見守り 

 新年度に向けて立待っ子見守り隊に新規・継続していただき誠にありが

とうございました。地域の方々の温かい眼差しが、子どもたちの登下校の

安心を支える大きな力となっております。  

 さて、次の日程にて委嘱式、総会を開催します。皆様、ご参加いただき

ますようのよろしくお願いいたします。 

～社会教育が描くさばえの未来～ 

 いつも公民館をご利用いただき、ありがとうございます。

地域の皆さんに、もっと公民館を楽しく、「学びの場」や

「交流の場」に使っていただきたい！という思いから、アン

ケートを実施することになりました。 

「こんなことを学んでみたい、やってみたい」といった、 

アイデアをぜひ、お聞かせください。皆さんの声で、公民館

をもっとワクワクする場所にしていければ嬉しい

です。QRコードからご回答をお願いいたします！ 

いただいたアイデアの中から、できることから 

一つずつ形にしていきたいと思います！ 

公民館アンケート  

「こんなことやってみたい！」を 
教えてください！大募集！  

 3月2日（月）に「ふ れ あ い タ ッ チ ン グ」、3月9日

（月）には「お楽しみ会」を開催しました！ 

 「ふれあいタッチング」では、漆崎由美氏を講師に 

お招き、赤ちゃんと肌を合わせながら楽しく体操を  

行い、親子の絆を深める穏やかな時間を過ごしました。 

 「お楽しみ会」では、子育て支援センターにじいろの

おさるさんも登場！親子で体操やみんなで輪になって 

遊びました。 

   「この1年間で、みんな心も体も 

          本当におおきくなったね」 

 そんな成長への喜びを噛みしめながら、手作りのメダ

ルをプレゼント。子どもたちの健やかな成長を実感し、

笑顔あふれる素敵なひととき

となりました。そして、パパ

ママにも日頃の頑張りにプレ

ゼントがありました。 

申込みフォーム 

立待地区子育て支援ネットワーク委員会主催 

■ 「立待地区」と「上賀茂神社」の深いご縁 

 立待地区では、立待小学校で育てた二葉葵を毎年「葵祭」に奉納しています。 

上賀茂神社の宮司さんからも「立待の葵がなければ祭りができない」と、 

絶大な信頼を寄せていただいています。 

 世界遺産と地域が葵を通じてつながっているのは、全国的にも珍しいです。 

この貴重なご縁を、これからも一緒に大切にしていきたいと思いますので 

ご興味のある方は、公民館までお知らせください。 

「はたちのつどい」や「近松記念碑庭園」で、皆さんの願いごとが書かれた 

「二葉葵絵馬」を、2月3日の「節分祭」にて京都の上賀茂神社でお焚き上げ

していただきました。 


